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教職大学院における優れた理科授業のビデオ分析を活用した授業研究 
 

○小林博典（宮崎大学大学院 教育学研究科） 

中山 迅（宮崎大学大学院 教育学研究科） 

小倉 康（国立教育政策研究所） 
 

＜要約＞ 本研究では、教職大学院前期の必修科目において、「優れた小中学校理科授業構成要素

に関する授業ビデオ分析とその教師教育への適用」（国立教育政策研究所、小倉ら 2007）を活用

した授業研究を行った。その結果、具体的かつ実践的で効果的な指導法を検討することで、院生の

指導案作成に創意工夫がみられ、模擬授業に質的向上がみられた。 
     

＜キーワード＞ 授業評価，授業改善，理科教育、ビデオ分析 
 

１． 本研究の目的 

 宮崎大学は、08 年度に教職大学院を設置した。

2009 年度に１年目の授業を受けている 20 名の

院生の中には 5 名の現職教員も含まれており、確

かな教育理念と高度の実践力・応用力を備えた新

人教員とスクールリーダーの養成を目指し、理論

と実践の融合を図っている。 
 本研究を行った前期の必修科目「教科学習の構

成と展開・評価と課題」では、より高度な教科教

育に関する授業構成論や評価法を修得すること

をねらいとし、教科系列に分かれて、授業事例の

分析、分析結果の検証、指導案作成、模擬授業、

討議を主な活動としている。 
理科系列で問題となったのは、日本の子どもた

ちの「理科離れ」解決と、理科授業の質を高める

指導法の習得に関する校内研修のあり方である。

現状として、小中学校理科に関するより実践的、

具体的な指導方法についての情報が入手しづら

い実態がある。 
本研究に取り入れた「優れた小中学校理科授業

構成要素に関する授業ビデオ分析とその教師教

育への適応」は、全国の小中学校における日々の

理科授業の改善に役立てることを目指している。

ここでは、学習指導要領の幅広い内容に関する優

れた特徴をもつ理科授業をビデオ収録しており、

その実践の何が優れているかを具体的に示し、理

科を指導するすべての教師が参考にできる成果

とし、教員研修や教員養成の利用に供することを

ねらいとしている。 
本研究の目的は、この優れた理科の授業ビデオ

分析の手法と分析結果が、学生の指導案作成や模

擬授業にどのような影響を与えるか、その成果と

課題を追究することにある。 
 

２． 研究の方法 

 2.1．研究対象・期間 

対象：教職大学院生 20 名 
期間：平成 21 年 5 月 8 日～7 月 30 日 
分析した授業：収録授業 「大気中の水分」 
中学校 2 年地学内容 授業者 窪田雅文 
（小倉ら 2007、pp215-pp218） 

 2.2. 授業科目名 

 「教科学習の構成と展開・評価と課題」 
2.3. 研究計画 

授業日 形態 内 容 
5 月 8 日 全体 ・小中理科授業と校内

研修の実態を協議 
・指導案、資料の配布

・理科授業ビデオ分析

の方法説明 
5 月 13 日 全体 ・理科授業ビデオ視聴

・評価シートの作成と

メールによる提出 
5 月 20 日 全体 ・評価結果一覧表配布

・分析結果の発表 
6 月 3 日 班別 ・評価結果から得られ

た知見の整理 
6 月 10 日

～ 
7 月 28 日

班別 ・模擬授業についての

指導案作成（全 5 回の

指導案検討会実施） 
7 月 29 日 全体 ・模擬授業の実施 

・研究協議 
7 月 30 日 班別 ・成果と課題のまとめ

2.4. 理科授業ビデオ分析の流れ 

2.4.1. 事前の指導案等の資料配布、読み

込みによる授業概要への理解 

指導案配布時に、収録された理科授業ビデ



オが理科ネットワークから視聴可能なこと、そ

こには指導案等の資料も掲載されていること

を説明し、校内研修等にいつでも利用できるこ

とを知らせた。 

2.4.2. ビデオ視聴と、評価シートの作成 

評価シートの作成では、小倉らの評価カード

記入例をもとに、1 枚のシートにした。 
2.4.3. 評価シートに評価コードを記入 

評価コードは小倉らの理科授業評価コメン

トの分類カテゴリーをそのまま用いた。 
2.4.4.  評価シートを電子データで提出 

各自の作成したメモを元に入力させた。 

2.4.5.  全評価をエクセルで集約・分析 

 提出されたデータを集約し、一括ソートする

ことによって見やすくした。 

 
2.5.指導案作成と模擬授業の実施 

理科系列の学生 5 名（現職教員 1 名）に、評価

シートの集約結果を分析させた上で、視聴した優

れた理科授業ビデオと同じ単元、内容の指導案を

作成させた。また、作成した指導案を元に、模擬

授業を実施し、授業研究会を開催し、評価を得た。

模擬授業後に、成果と課題を明確にした。 

 

３． 研究の結果および成果と課題 

 3.1.評価シートの集約とその成果 

以下は、評価シートの集約の一部である。 
図１ 評価シート集約の一部 

 
このように、評価シートを集約して、分析す

ることによって、優れた理科授業と評価される

ポイントが明らかとなり、授業改善の視点が得

られた。 

3.2. 指導案作成における創意工夫 

  集約された評価シートをもとに、優れた理科

授業としての観点を明らかにし、指導案に盛り

込むべき内容を吟味させた。その結果、学習指

導過程に以下の創意工夫がみられた。 
・理解を高めるために、実験器具の改良を図っ

たこと 
・小学校での既習事項との関連を整理して、説

明を加え、系統性を考慮したこと 
・発問の文言に関して検討し、生徒が考察を深

められるための適切な言葉を吟味したこと 
・机間指導の際の留意点に配慮したこと 
3.3. 模擬授業における成果 

  模擬授業において、授業者に以下の研究成果

がみられた。 
・構造的な板書を行ったこと 
・教材、教具の準備が的確になされ、スムーズ

に実験が進められるように配慮されたこと 
・改良された実験器具が効果的に活用され、理

解を助けていたこと 
・生徒役の学生の役割分担を明確にし、検証実

験に全員で関わらせようとしていたこと 
・生徒の予想や疑問、意見を大切にした授業づ

くりができたこと 
 3.4.今後の課題 

・ 優れた理科授業の各実践者の授業行為に

ある、このビデオに映っていない潜在的な

背景を考えられるようになること。 
たとえば、授業における突発的な状況に

対し、臨機応変に対応できる柔軟さや、生

徒に対する言葉のかけ方など、各人の個性

に合わせた実践として取り入れていく必

要がある。 
・ 評価シートの主観的評価の質の向上を図

ること。 
  特に教職に関する経験の差で、表記内容

に大きなずれがある。授業を観る視点を養

いたい。 
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